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監修の渡辺和彦・
元東京農大客員教授が講演

『人を健康にする施肥』
出版記念シンポジウム

『
人
を
健
康
に
す
る
施
肥
』（
農
山
漁
村

文
化
協
会
刊
）
の
出
版
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
９
月
11
日
、
都
内
で
開
か
れ
、
監
修

し
た
元
東
京
農
業
大
学
客
員
教
授
の
渡
辺

和
彦
氏
（
農
学
博
士
）
が
基
調
講
演
し
た
。

同
書
は
、
国
際
植
物
栄
養
協
会
（
Ｉ
Ｐ

Ｎ
Ｉ
）
と
国
際
肥
料
協
会
（
Ｉ
Ｆ
Ａ
）
が

編
集
し
た
原
著
の
翻
訳
版
。
書
名
の
と
お

り
、
肥
料
が
い
か
に
人
間
の
健
康
に
貢
献

で
き
る
か
に
つ
い
て
、
世
界
の
文
献
を
基

に
論
考
し
て
い
る
。
日
本
語
の
ほ
か
、
ア

ラ
ビ
ア
語
、
中
国
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ

シ
ア
語
、ス
ペ
イ
ン
語
で
も
出
版
さ
れ
た
。

講
演
で
渡
辺
氏
は
、
章
の
順
番
に
沿
っ

て
話
を
進
め
て
い
っ
た
。

第
一
章
は
「
食
料
安
全
保
障
を
支
え
る

肥
料
の
役
割
」。
１
９
６
１
年
か
ら
２
０

０
８
年
ま
で
の
間
に
世
界
人
口
が
31
億
人

か
ら
68
億
人
に
増
え
た
理
由
と
し
て
、
肥

料
の
消
費
が
３
０
０
０
万
t
か
ら
１
億
５

０
０
０
万
t
に
増
え
た
こ
と
を
紹
介
し

た
。第

二
章
は
「
微
量
栄
養
素
の
欠
乏
に
よ

る
栄
養
失
調
症
」。
海
藻
を
食
用
や
飼
料
、

肥
料
に
用
い
る
沿
岸
地
域
で
は
、
海
水
起

源
の
ヨ
ウ
素
を
食
料
を
通
じ
て
摂
取
す
る

機
会
が
多
く
、
ヨ
ウ
素
欠
乏
の
発
症
例
は

少
な
い
と
話
し
た
。

第
三
章
は
「
微
量
元
素
に
よ
る
作
物
の

栄
養
価
改
善
へ
の
展
望
」。
日
本
で
は
ほ

ぼ
全
国
的
に
亜
鉛
が
欠
乏
し
て
い
る
実
態

を
紹
介
し
た
。

第
四
章
は
「
微
量
元
素
に
よ
る
作
物
の

農
学
的
栄
養
強
化
」。
小
麦
が
含
む
亜
鉛

の
量
を
増
や
す
に
は
乳
酸
期
の
葉
面
散
布

が
有
効
で
あ
る
と
指
摘
。
加
え
て
尿
素
と

と
も
に
施
用
す
る
こ
と
で
効
果
が
高
ま
る

と
説
明
し
た
。

第
五
章
は
「
食
物
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、カ
リ
ウ
ム
」。な
か
で
も
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
有
効
な
摂
取
方
法
と
し

て
、
牛
乳
よ
り
も
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
ほ
う
が

人
体
に
吸
収
さ
れ
や
す
い
と
指
摘
。
各
食

品
に
つ
い
て
１
０
０
ｇ
当
た
り
の
カ
ル
シ

ウ
ム
の
吸
収
量
を
見
る
と
、
牛
乳
が
０
・

４
０
１
に
対
し
て
、
菜
花
は
１
・
１
１
３
、

カ
ラ
シ
ナ
は
１
・
０
０
３
と
な
っ
て
い
る
。

第
六
章
は
「
施
肥
に
よ
る
作
物
の
タ
ン

パ
ク
質
、
炭
水
化
物
、
脂
質
へ
の
影
響
」。

タ
ン
パ
ク
質
の
含
有
量
を
上
げ
る
た
め
に

は
少
し
多
く
の
窒
素
が
必
要
と
話
し
た
。

第
七
章
は
「
健
康
・
機
能
性
食
品
に
含

ま
れ
る
健
康
補
助
成
分
と
施
肥
」。
窒
素

施
肥
は
大
豆
の
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
濃
度
に
対

し
て
マ
イ
ナ
ス
に
働
き
、
１
ha
当
た
り
10

㎏
に
比
べ
、
90
㎏
の
施
肥
で
は
総
イ
ソ
フ

ラ
ボ
ン
濃
度
は
10
分
の
１
ほ
ど
に
減
少
し

た
と
い
う
研
究
を
紹
介
し
た
。

第
八
章
は
「
果
物
と
野
菜
の
機
能
性
と

施
肥
」。
窒
素
施
肥
に
よ
っ
て
カ
ロ
テ
ノ

イ
ド
が
増
加
す
る
効
果
と
は
対
照
的
に
、

柑
橘
類
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
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「
硝
酸
イ
オ
ン
＝
悪
」
は
誤
解

ト
マ
ト
な
ど
で
は
ビ
タ
ミ
ン
C
の
濃
度
が

窒
素
施
肥
量
と
負
の
関
係
に
あ
る
と
い
う

研
究
を
紹
介
し
た
。

第
九
章
は
「
施
肥
に
よ
る
植
物
病
害
制

御
に
つ
い
て
」。
銅
が
欠
乏
す
る
と
、
イ

ネ
科
植
物
は
麦
角
病
に
か
か
り
や
す
く
な

る
。
な
ぜ
な
ら
、
銅
の
欠
乏
で
花
粉
が
不

稔
に
な
る
た
め
、
頴え
い

が
開
い
た
ま
ま
に
な

り
、
柱
頭
が
麦
類
の
麦
角
病
菌
に
さ
ら
さ

れ
る
か
ら
と
説
明
し
た
。　

第
十
章
は
「
有
機
農
法
と
慣
行
農
法
の

人
の
健
康
面
か
ら
の
比
較
」。
統
計
上
、

慣
行
農
法
か
ら
有
機
農
法
に
転
換
す
る

と
、
作
物
の
収
量
は
平
均
40
％
減
る
。
そ

の
た
め
、
有
機
農
法
を
大
規
模
に
展
開
す

れ
ば
、
食
料
不
足
に
陥
る
か
、
新
し
い
農

地
に
転
換
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

こ
の
ほ
か
渡
辺
氏
は
、
硝
酸
イ
オ
ン
に

つ
い
て
、
野
菜
の
高
濃
度
硝
酸
塩
を
過
剰

に
危
険
視
す
る
こ
と
は
世
界
的
規
模
で
の

間
違
い
と
主
張
し
た
。�

（
窪
田
新
之
助
）会場には多くの肥料関係者が集まった


